
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※検討フローの②劣化状況における老朽度 A、B については、以下の基準としている。 

A：概ね良好な状態であり、当面は修繕等の対応の必要がない 

B：部分的な劣化・破損が見られるが、全体としては概ね良好な状態 

（中⾧期での計画修繕や、劣化等の状況に応じた部分修繕で対応する） 
 


